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１．はじめに  

 現在，建設業では再生骨材や建設廃材の有効利用

が考えられている．特に，プレパックドコンクリート

の粗骨材として震災コンクリートガラが用いられた

ことから，プレパックドコンクリートが再び注目さ

れつつある． 

プレパックドコンクリートとは，型枠内に粗骨材

を敷き詰めた状態から，無収縮グラウト材（モルタ

ル）を型枠に流し込み，骨材間をグラウト材で充填す

るコンクリートである．従来のコンクリートとは異

なる方法で施工されるが，プレパックドコンクリー

トについては，近年まで実際に利用されることが少

なかったため，研究が進められていない．また，多様

な粗骨材を用いたプレパックドコンクリートの利用

が注目される中で，プレパックドコンクリートにつ

いての知見が少ないのが現状である． 

そこで本研究では，プレパックドコンクリートの

性質の把握を目的として，コンクリート解体ガラか

ら製造される再生砕石と，数年で交換され廃棄され

る鉄道の廃棄バラストを粗骨材として用いたプレパ

ックドコンクリートについて検討した．プレパック

ドコンクリートと普通コンクリートの比較により強

度や物質透過性に与える影響について考察を試みた． 

２．試験概要 

 表１に本研究の計画配合を示す．プレパックドコ

ンクリートの比較対象として普通コンクリートを作

製した．いずれのコンクリートも，高炉スラグ微粉末

を 40%置換したものとする． 

 骨材には，普通コンクリートとプレパックドコン

クリート両者で，再生骨材（RC-40），鉄道廃棄バラ

スト（バラスト），普通粗骨材（C-40）を用いた．プ

レパックドコンクリートでは，モルタルの充填性を

向上させるために，粒径 10mm 以下の骨材は使用し

ていない． 

表１ 計画配合 

種類 
使用 
骨材 

W/B s/a 
単位

水量 

フレッシュ性状 

Slump 
(cm) 

Air 
(%) 

Flow 
(mm) 

普通 

C-40 

45% 

48% 

170 10.5 2.5 - 

RC-40 170 13.5 3.8 - 

バラスト 170 15.5 3.4 - 

プレ

パッ

クド 

C-40 

21% 

- - - 310 

RC-40 - - - 310 

バラスト - - - 307 

図１ 圧縮強度試験 

図２ 透気試験 

表２ 空隙率 

キーワード プレパックドコンクリート，再生砕石，鉄道廃棄バラスト，空隙 
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空隙率 
普通 プレパックド 

C-40 RC-40 バラスト C-40 RC-40 バラスト 
補正 

なし 10.2% 12.7% 10.9% 7.5% 12.8% 7.4% 

吸水率

補正値 
9.4% 11.0% 10.5% 6.2% 9.9% 6.7% 

単位モ

ルタル 
26.8% 31.9% 30.2% 10.4% 17.0% 11.3% 
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３．試験結果 

３．１．圧縮強度試験 

 図１に圧縮強度試験の結果を示す．普通コンクリ

ートでは，C-40 を用いた供試体の強度が最も大きく

なり，プレパックドコンクリートにおいてはどの骨

材を用いても，同程度の強度であった． 

３．２．透気試験 

 図２に透気試験の結果を示す．透気試験において，

普通コンクリートでは RC-40 供試体の透気係数が最

も大きい結果であった．一方で，プレパックドコンク

リートではバラスト供試体の透気係数が最も大きく

なった．また，コアを抜く位置によって，データのば

らつきが大きい結果となったことから，施工状態に

よって結果が変化することが考えられる． 

３．３．空隙率 

 表２に示す空隙率は，アルキメデス試験を行い算

出した．アルキメデス試験の性質上，骨材の吸水率が

大きく影響していることから骨材の吸水率を考慮し

た上で，単位モルタルあたりの空隙率を算出した．ま

た，単位モルタルあたりの空隙率は普通コンクリー

トよりもプレパックドコンクリートの方が小さいこ

とが明らかとなった． 

４．結果の整理 

４．１．圧縮強度と透気係数の関係 

 図３に圧縮強度と透気係数の関係を示す．普通コ

ンクリートとプレパックドコンクリート両者ともに，

圧縮強度と透気係数には，相関があることが明らか

になった．圧縮強度が大きいほど透気係数が小さく 

また，プレパックドコンクリートは，普通コンクリー

トに比べ，圧縮強度が小さく，透気係数が大きい．普

通コンクリートと同様にプレパックドコンクリート

でも緻密さが圧縮強度に関係すると考えられる． 

４．２．圧縮強度と空隙率の関係 

 図４に圧縮強度と空隙率の関係を示す．普通コン

クリートでは，圧縮強度が大きくなるほど空隙率が

小さくなる相関が明らかとなった．プレパックドコ

ンクリートにおいては，空隙率が異なっていても，圧

縮強度もおおよそ等しい．プレパックドコンクリー

トは，骨材間の距離が小さく，透気のしやすさには遷

移帯が影響していると考えられる． 

 

 

図３ 圧縮強度と透気係数 

 

図４ 空隙率と圧縮強度 

 

５．まとめ 

 圧縮強度と透気係数には相関がみられ，普通コン

クリートとプレパックドコンクリート両者で，緻密

なほど圧縮強度が大きい． 

 空隙率はプレパックドコンクリートが小さいこと

から，透気のしやすさは空隙率によらず，遷移帯が関

わると考えられる． 
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